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DCM の仮説である｡ 彼らは 〝-1,3,5,6の場合を実行した｡シュミレーションの結果は次ぎ
の通り｡高温β- 0に於て厳密解を再現する｡低温即ちβの増大とともに厳密解との一致は夫


























































































































































































1) dei(X)は 9-βJ の偶関数である.





の偶奇性と一致する｡さて 〟 は偶数である｡なぜなら〟 は格子点
a,b,C,...,I































































































この裏式は次のように理解できるo まず一人西捗 の問題としてある格子点を 出発してn歩で
Lだけ離れた格子点に行き着く酔歩の数は
(,A;T･)
である.1人酔歩の問題としてお互いに重なり合っても構わないのであれば (ボース的酔歩)総歩数
nによってもとの配置を再現する酔歩の総数は
n!
(量)(量)･-(量)
である.歩み終わった後､全体として最初の配置が再現されていれば辛いのであるから∑ にはl
人の位置のあらゆる置換についての和も含まれるo重なりを許さないq)で卒れば (フェルミ的酔歩)
Sign(P)が因子として加わる0第2節で‡才幾つかの Liを絶対値最小のただ一つの J.･で近似し
た｡その意味は境界を巡って来る酔歩を無視することである｡
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